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日
本
共
産
党
の

予
算
組
替
え
動
議
は
否
決

児
童
館
の
午
前
中
閉
館
案
に

日
本
共
産
党
は
反
対
し

22
年
度
も
引
続
き
開
館
し
ま
す
。

昨
年
12
月
議
会
に
「
情
報
公
開
条
例
」

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
葉
山
町
で
は
「
公
文
書
公

開
条
例
」
に
よ
っ
て
、
公
文
書
に
な
っ

て
い
る
情
報
の
み
が
公
開
対
象
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
議
会
で
磁

気
テ
ー
プ
や
デ
ィ
ス
ク
も
公
開
対
象
に

な
る
よ
う
「
情
報
公
開
条
例
」
の
制
定

を
強
く
求
め
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
町
か
ら
提
案
さ
れ
た
条
例

で
は
公
文
書
公
開
条
例
で
は
明
記
さ
れ

て
い
た
「
知
る
権
利
」
が
除
か
れ
て
い

ま
し
た
。

情
報
公
開
制
度
で
は
「
知
る
権
利
」

と
「
知
ら
せ
る
責
務
」
が
両
輪
と
な
っ

て
初
め
て
行
政
と
町
民
が
情
報
を
共
有

し
、
共
同
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
「
知
る
権

利
」
を
追
加
し
、
公
開
決
定
ま
で
の
日

数
を
７
日
間
と
短
縮
す
る
な
ど
更
に
改

善
を
求
め
た
修
正
案
を
提
案
し
ま
し
た
。

修
正
案
は
全
会
派
が
賛
同
者
と
な
り
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
提
案
で

情
報
公
開
条
例
修
正
可
決

知
る
権
利
を
保
障

部
を
見
直
し
（
1/3

削
減
）
、
下
水
道
債

を
４
千
万
円
減
額
、
臨
時
財
政
対
策
債

４
千
万
円
増
額
、
ご
み
処
理
費
を
２
千

万
円
縮
減
し
、
計
６
千
万
円
を
確
保
。

②
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
を
４
千
万
円
増
額
し
、
逗
子
市
よ
り

２
万
円
も
高
い
保
険
料
の
引
き
下
げ
を

図
る
。
子
育
て
支
援
策
に
２
千
万
円
を

増
額
し
、
児
童
館
の
非
常
勤
職
員
の
廃

止
を
見
直
し
、
閉
館
予
定
の
午
前
中
を

も
従
来
ど
お
り
開
館
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
が
、
賛
成
５
人
反
対
11
人
で
否
決

さ
れ
ま
し
た
。

も
う
１
件
組
替
え
動
議
が
提
出
さ
れ
、

内
容
は
、
下
水
道
事
業
縮
小
は
含
ま
ず
、

ご
み
焼
却
施
設
の
補
修
費
や
ご
み
処
理

費
約
４
千
万
円
の
削
減
を
も
と
め
た
も

の
で
す
。

採
決
で
は
日
本
共
産
党
議
員
団
も
含

む
８
人
が
賛
成
し
反
対
８
人
の
同
数
で
、

議
長
採
決
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
旧
与
党
会
派
（
尚
政
会
、

新
葉
ク
）
か
ら
の
修
正
案
も
賛
否
同
数

で
議
長
採
決
で
否
決
。
町
長
提
出
の
予

算
原
案
も
賛
成
１
人
で
否
決
と
な
り
ま

し
た
。

再
提
案
さ
れ
た
予
算
案
は
、
下
水
道

事
業
の
縮
減
策
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

ご
み
処
理
費
で
３
千
600

万
円
削
減
し
、

児
童
館
非
常
勤
職
員
の
現
状
維
持
の
た

め
706

万
円
、
予
備
費
に
約
300

万
円
を
追

加
す
る
と
い
う
も
の
で
、
児
童
館
職
員

等
の
改
善
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

日
本
共
産
党
議
員
団
は
こ
れ
に
賛
成
し
、

全
会
一
致
の
可
決
と
な
り
、
暫
定
予
算

を
避
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

葉
山
町
の
新
年
度
予
算
は
、
総
額
168

億
１
千
万
円
。
う
ち
、
一
般
会
計
は
90

億
９
千
万
円
で
、
政
府
が
実
施
す
る
子

ど
も
手
当
が
含
ま
れ
て
お
り
、
前
年
度

当
初
比
3.5

％
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
実

質
同
1.0
％
減
で
す
。

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
全
体
の
62
・

２
％
を
占
め
る
町
税
が
景
気
低
迷
の
影

響
で
、
同
2.8

％
減
の
56
億
５
千
万
円
。

個
人
町
民
税
は
27
億
円
（
同
5.8
％
減
）
、

法
人
町
民
税
は
８
千
万
円
（
同
9.4
％
減
）

と
い
ず
れ
も
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
債
（
借
金
）
は
５
億
９
千
万
円
（
同

4.4

％
増
）
の
発
行
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
で
、
町
債
残
高
は
２
０
１
０

年
度
末
で
約
59
億
円
に
な
る
見
込
み
で

す
。歳

出
で
は
、
特
別
職
（
町
長
、
教
育

長
）
と
一
般
職
（
課
長
代
理
以
上
）
の

給
与
削
減
に
よ
り
年
間
約
１
千
450

万
円

の
人
件
費
削
減
を
見
込
ん
だ
も
の
の
、

団
塊
世
代
の
大
量
退
職
に
よ
り
退
職
手

当
組
合
の
掛
け
金
の
増
額
な
ど
に
よ
っ

て
同
0.7

％
増
の
29
億
６
千
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

２
０
１
０
年
度
予
算
に
対
し
て
日
本

共
産
党
議
員
団
は
他
会
派
に
呼
び
か
け

共
同
し
て
予
算
組
替
え
動
議
を
提
出
し

ま
し
た
。

内
容
は
、
①
公
共
下
水
道
事
業
の
一

議員定数を３人削減し、次期町議選は14人の定数で行われます。

議員の役割は、町政を監視し町民の声を町政に届けるものです

が、これを削減することは議会制民主主義の破壊につながります。

いま、地方分権の時代といわれ、地方議会の役割はさらに重要

になっている時、定数を削減して議会機能を弱めることは時代の

要求に逆行しています。

また、地方自治法の上限規定２６人から１２議席も削減するこ

とは、多様な町民の意思をつなぐパイプがますます細くなること

です。

「議員が多すぎる」という声には、議員・町議会の質が問われ

ています。これは定数削減では解決しません。

昨年、10月に施行された議会基本条例に基づき議員・議会の役

割、町民意見の反映、地方分権における議会のあり方、議会の

「不信感」への対応など、議会改革に向け真剣に取り組んでこそ

町民の期待にこたえるものです。

議員定数の削減
議会の自殺行為です

町長が予算案を再提出し

ご意見をお寄せください
近藤昇一 TEL875-9619 FAX876-3235 メール s.kondo@cyber.ocn.ne.jp

阿部勝雄 TEL/FAX875-7126 メール abe@jcp-hayama.jp
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
を

ご
み
処
理
広
域
化
を
求
め
る
請
願
を

不
採
択
と
し
ま
し
た
。

請
願
は
横
須
賀
・
三
浦
両
市
か
ら
提

訴
さ
れ
て
い
る
ご
み
損
害
賠
償
請
求
裁

判
は
和
解
し
、
広
域
処
理
に
戻
る
こ
と

を
求
め
て
お
り
、
日
本
共
産
党
議
員
団

は
反
対
し
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
、
２
市
１
町
の
ご
み
処
理

広
域
化
計
画
は
費
用
負
担
に
「
均
等
割

り
」
を
含
む
な
ど
様
々
な
矛
盾
を
か
か

え
て
い
ま
し
た
。

主
任
弁
護
士
も
「
裁
判
中
に
、
葉
山

町
か
ら
和
解
を
求
め
る
こ
と
は
、
有
利

な
裁
判
を
不
利
に
す
す
め
、
和
解
金
を

支
払
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
」
と
の
見

解
で
す
。

い
ま
、
横
須
賀
・
三
浦
の
広
域
処
理

の
計
画
で
は
生
ご
み
バ
イ
オ
ガ
ス
化
も

頓
挫
し
、
全
て
焼
却
し
た
ほ
う
が
経
済

的
だ
と
い
う
理
由
で

方
針
が
変
更
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
請
願
は
、
町

が
進
め
て
い
る
「
ゼ

ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
」

は
、
ご
み
は
ゼ
ロ
に

な
ら
な
い
。
ご
み
処

理
に
多
額
の
費
用
が

か
か
っ
て
い
る
。
広

域
処
理
は
費
用
が
安

上
が
り
だ
と
主
張
し

「
広
域
処
理
」
を
求

め
て
い
ま
す
。

葉
山
町
の
ご
み
処

理
経
費
が
異
常
に
高

い
こ
と
は
事
実
で
す

が
、
広
域
化
の
み
に

目
を
奪
わ
れ
、
処
理

経
費
削
減
に
本
気
で

取
り
組
ん
で
こ

な
か
っ
た
前
町

政
に
こ
そ
問
題

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

請
願
に
は
矛
盾
点
が
多
く
、
日
本
共

産
党
議
員
団
や
他
の
議
員
が
反
対
し
不

採
択
と
し
ま
し
た
。

ご
み
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は

「
全
量
焼
却
」
か
ら
脱
却
し
、
企
業
に

対
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
製
品
を

作
ら
せ
る
拡
大
生
産
者
責
任
の
制
度
化

を
国
に
求
め
、
ご
み
の
資
源
化
・
減
量

化
の
推
進
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

森
町
長
が
す
す
め
る
「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ

イ
ス
ト
」
は
、
生
ご
み
削
減
を
中
心
に
、

町
内
の
モ
デ
ル
地
区
で
は
生
ご
み
40
％

以
上
の
削
減
を
達
成
し
た
地
域
も
あ
る

な
ど
一
定
の
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

今
後
、
指
定
ゴ
ミ
袋
の
実
験
や
モ
デ

ル
地
区
の
拡
大
な
ど
、
ご
み
削
減
を
目

指
し
ま
す
が
、
目
標
値
が
不
明
確
で
不

十
分
さ
も
残
っ
て
い
ま
す
。

５
月
に
提
出
が
予
定
さ
れ
て
い
る
一

般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
で
明
確
に
さ

せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

住民と協働で作った資源小屋

町民の理解と協力で
ゼロ・ウェイストへ

こ
の
協
定
締
結
は
、
終
末
処
理
場
の

第
３
系
列
水
処
理
施
設
の
設
計
か
ら
工

事
入
札
ま
で
下
水
道
事
業
団
に
委
託
す

る
た
め
の
協
定
で
、
「
下
水
道
事
業
団

丸
投
げ
で
は
」
と
当
初
か
ら
批
判
が
あ
っ

た
協
定
で
す
。

平
成
20
年
に
行
わ
れ
た
約
６
億
５
千

万
円
の
委
託
協
定
議
案
に
対
し
て
、
日

本
共
産
党
議
員
団
は
「
す
で
に
第
１
・

第
２
系
列
の
工
事
を
経
験
し
、
下
水
道

事
業
団
に
委
託
し
な
く
て
も
町
の
職
員

で
出
来
る
の
で
は
な
い
か
」
と
反
対
し

ま
し
た
が
、
旧
与
党
会
派
な
ど
の
賛
成

多
数
で
可
決
て
い
た
も
の
で
し
た
。

そ
の
後
、
入
札
に
よ
っ
て
５
億
４
千

８
０
万
円
で
落
札
し
、
１
億
920
万
円
の
差

額
が
生
じ
ま
し
た
。

こ
の
差
額
を
使
っ
て
、
当
初
計
画
に

は
無
か
っ
た
追
加
工
事
を
、
議
会
に
説

明
も
な
く
行
な
い
、
550
万
円
の
差
額
が
出

た
た
め
減
額
の
協
定
変
更
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

当
初
、
第
３
系
列
の
工
事
だ
け
の
予

定
が
、
第

４
系
列
の

一
部
の
工

事
ま
で
追

加
さ
れ
、

す
で
に
完

成
さ
れ
て

い
た
も
の

で
す
。

さ
ら
に
、

防
食
工
事
も
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

本
会
議
で
は
「
必
要
性
が
あ
る
の
で
町

が
決
定
し
、
事
業
団
と
話
を
進
め
た
。
」

と
説
明
。
委
員
会
で
は
「
事
業
団
が
防

食
工
事
を
見
落
と
し
て
い
た
た
め
追
加

し
た
。
」
と
説
明
に
も
食
い
違
い
が
生

じ
て
い
ま
す
。

委
託
協
定
内
容
の
変
更
は
、
入
札
差

額
が
生
じ
た
時
期
に
行
う
べ
き
で
は
な

い
の
か
。
工
事
完
成
後
の
変
更
で
問
題

は
な
い
の
か
。
今
回
だ
け
、
正
直
に
内

容
を
明
ら
か
に
し
た
た
め
に
問
題
と
な
っ

た
の
か
。
過
去
に
お
い
て
も
協
定
内
容

の
変
更
が
あ
っ
た
が
、
内
容
を
明
ら
か

に
せ
ず
金
額
の
変
更
だ
け
で
済
ま
さ
れ

て
き
た
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
の
疑
念

も
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
地
方
自
治

法
第
98
条
、
及
び
100
条
を
適
用
し
て
の
調

査
が
必
要
に
な

る
可
能
性
も
否

定
で
き
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党

議
員
団
は
、
こ

れ
ま
で
い
く
ど

も
下
水
道
事
業

団
任
せ
か
ら
脱

却
す
べ
き
と
主

張
し
て
き
ま
し

た
。い

ま
、
こ
の

件
に
関
し
て
は

住
民
団
体
か
ら

追
加
工
事
の
支

払
い
を
停
止
す

る
よ
う
求
め
る

監
査
請
求
が
提

出
さ
れ
て
い
ま

す
。

ご
み
処
理
広
域
化
を
求
め
る

請
願
は
不
採
択
に

町議会議員

近藤昇一
875-9619

町議会議員

あべ勝雄
875-7126

議会に説明なく
契約差金でさらに追加工事

議会は委託協定を否決

全
量
焼
却
は
ご
み
問
題
の

解
決
に
な
ら
な
い

過
去
の
協
定
に
問
題
は
？

議
会
を
無
視
し
て
追
加
工
事

葉山浄化センター

資
源
化
・
減
量
化
こ
そ
必
要

日本共産党葉山町議団
みなさんの声を町政へ届けていきます。
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